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文
化
遺
産
（
記
念
工
作
物
・
遺
跡
）

　

今
回
推
薦
さ
れ
た
の
は
中
尊
寺
、

毛
越
寺
、
観
自
在
王
院
跡
、
無
量
光

院
跡
、
金
鶏
山
、
柳
之
御
所
遺
跡
の

６
資
産
。
資
産
面
積
は
計
１
８
７
・

０
㌶
、
緩
衝
地
帯
は
５
９
９
８
・
０

㌶
で
す
。

　

こ
の
た
び
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」

世
界
遺
産
登
録
推
薦
書
が
、
ユ
ネ
ス

コ
日
本
政
府
代
表
部
に
よ
り
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
さ
れ
、
無
事
受

理
さ
れ
ま
し
た
。
推
薦
書
再
作
成
と

そ
の
提
出
は
、
登
録
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
お
け
る
最
大
の
課
題
で
し
た
。
こ

れ
が
滞
る
こ
と
な
く
実
現
さ
れ
た
こ

と
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

推
薦
書
の
改
訂
と
再
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
お
と
と
し
の
夏
か
ら
多

く
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て
進
め
て

き
ま
し
た
。
外
務
省
や
文
化
庁
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
再
推
薦
に
当
た
り
、
追
加
登
録

と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
資
産
の
た

め
に
も
、
今
度
こ
そ
は
確
実
に
登
録

に
持
ち
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
夏
ご
ろ
に
予
定
さ
れ
て
い
る

イ
コ
モ
ス
の
現
地
調
査
な
ど
、
越
え

る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
今
後
も
気
を
引
き
締
め
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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推薦資産の毛越寺庭園
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国
際
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
推

薦
書
作
成
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、

「
文
化
的
景
観
」の
適
用
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。
特
に
「
仏
国
土
（
浄
土
）」

と
の
関
連
性
が
証
明
可
能
で
「
ま
と

ま
り
の
あ
る
小
空
間
」
に
あ
る
６
つ

の
資
産
で
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
泉
―
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す

建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群

―
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　開発からの圧力、自然的環境変化、自然災害対策、資
産の公開に伴う保護措置等については、修理や整備事業
の実施、関係法令により適切に管理されている。
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　資産と緩衝地帯については、法令などに基づき保護・
保全措置が取られている。
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　包括的保存管理計画については、資産との関連性を示
す指標の設置など、平成20年のイコモス評価書と第32回
世界遺産委員会の決議文に示された指摘などに留意し、
改定した。
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　平泉は、12世紀の日本において、仏教に基づく理想世
界の実現を目指して造営された政治・行政上の拠点であ
る。それは精神的主柱を成した寺院や、政治行政上の中
核を成した居館などから成り、宗教を主軸とする独特の
支配の形態として生み出された。
　特に、仏堂・浄土庭園をはじめとする一群の構成資産
は、仏国土（浄土）の空間的な表現を目的として創造さ
れた独特の事例である。それは、仏教とともに受容した
 伽藍 造営・作庭の理念、意匠・技術が、日本固有のもの
がらん

へと昇華したことを示している。
　平泉の一群の構成資産は、仏教の伝来・普及に伴い、
寺院における建築・庭園の発展に重要な影響を与えた価
値観の交流を示し、地上に現存するもののみならず、地
下に遺存する考古学的遺跡も含め人類の歴史の重要な段
階を示す傑出した類型である。
　さらに、そのような建築・庭園を創造する源泉となっ
た浄土思想は、今日における平泉の宗教儀礼や民俗芸能
にも確実に継承されている。
　以上の理由により「平泉―仏国土（浄土）を表す建築・
庭園及び考古学的遺跡群―」は顕著な普遍的価値を持つ。

�������	


ア）評価基準（�）
　平泉の仏堂・浄土庭園群および考古学的遺跡群は、現

世における仏国土（浄土）の空間的表現を目指して創造
された顕著な事例である。それらは、伽藍造営や作庭な
どの理念・意匠・技術の伝播の過程を証明している。

イ）評価基準（�）
　平泉の構成資産の中でも仏堂および一群の庭園は優秀
な芸術作品であり、それらの考古学的遺跡をも含め、世
界史上、他の仏教圏では類例を見ることのできない建築・
庭園の顕著な事例である。

ウ）評価基準（�）
　平泉が造営される過程で重要な意義を担った日本の仏
教、その中でも浄土思想は、建築・庭園群などの理念、
意匠・形態へと直接的に反映した。それらは宗教儀礼や
民俗芸能等の無形の諸要素として、今日においてもなお
確実に継承されている。
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　国内外の同種遺産との比較研究を行った結果、平泉の
一群の建築・庭園および考古学的遺跡群は、インドから
中国や朝鮮半島を経て日本へと及んだ仏堂建築および作
庭の発展に影響を与えた重要な価値観の交流を表すだけ
でなく、同分野における歴史の重要な段階を示す他に類
例を見ない傑出した類型である。
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　推薦資産は、平泉の中核をなす不可欠の諸要素として、
適切な設定と良好な状態の下に、過不足なく含まれてい
る。従って推薦資産の全体は、高い完全性を保持してい
る。また、資産おのおのの真実性は高く維持されている。
　なお中尊寺金色堂のコンクリート製の覆堂は、金色堂
に安置された遺体と首級の保存のため、アジア地域特有

の気候の制約に基づき、各時代の技術を駆使して行うも
のであり、金色堂の真実性は担保されている。（前回イ
コモスから、中尊寺金色堂を覆うコンクリート製の覆堂
が、景観上の真実性を弱めていると指摘されたことを受
けたもの）

ユネスコ世界遺産センターに提出された「平泉の文化
遺産」の正式版推薦書（レプリカ）を確認する町長ら


